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岩井　昭

つどひ
　

十
月
十
九
日
（
水
）
の
18

時
40
分
か
ら
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

タ
ワ
ー
26
階
の
ス
カ
イ
ホ
ー

ル
で
、
経
営
学
部
同
窓
会
主

催
の
「
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ミ
ナ
ー　

二
〇
一
六
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
毎
年
秋
の

同
窓
会
恒
例
行
事
と
な
っ
て

お
り
、本
年
も
昨
年
同
様【
共

催
】
経
営
学
部
学
術
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
委
員
会
【
後
援
】
経

営
学
部
教
授
会
及
び
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
【
協
賛
】
一
般

社
団
法
人　

法
政
大
学
校
友

会
で
の
開
催
で
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
に
あ
た
り
、
主

催
者
の
岩
井
会
長
、
次
い
で

教
授
会
か
ら
奥
西
学
部
長
、

て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
大
学

を
卒
業
し
て
か
ら
わ
ず
か
3

年
で
起
業
さ
れ
た
わ
け
で

す
。

　

二
〇
一
六
年
秋
の
時
点

で
エ
ウ
レ
カ
は
従
業
員

一
四
〇
名
の
企
業
に
成
長

し
て
お
り
、
米
国
の
大
手

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
の

Inter A
ctive Corp

（IA
C

）

に
M
B
O
さ
れ
る
ま
で
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

講
演
の
中
で
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
書
く
こ
と
で
、
講
演
の

内
容
を
感
じ
取
っ
て
頂
け
る

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
以
下

羅
列
い
た
し
ま
す
。

『
行
動
は
無
限
で
あ
る
』

•�

人
生
は
限
ら
れ
た
短
い

時
間
だ
。
だ
か
ら
時
間
は

無
駄
に
使
わ
な
い
。

•�

例
え
ば
３
年
後
に
起
業

す
る
と
決
め
た
ら
、
３
年

の
時
間
で
何
を
す
る
か
を

具
体
的
に
思
考
す
る
。

•�

あ
ら
ゆ
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
実

現
す
る

•�

が
む
し
ゃ
ら
に
働
い
て

営
業
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
た

ら
、
一
流
会
社
か
ら
ス
カ

ウ
ト
の
オ
フ
ァ
ー
が
来

た
。

•�

経
営
理
念
と
か
な
ん
か

無
い
、
走
り
な
が
ら
考
え

る
の
だ
。

•�

最
近
急
速
に
発
展
を
遂

げ
て
い
る
企
業
は
皆
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体
で
の

ウ
ェ
ブ
関
係
だ
。

•�

重
厚
長
大
の
大
企
業
に

は
長
年
の
経
験
値
が
あ
る

が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
企
業
に

は
10
年
く
ら
い
の
経
験
値

し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
も

し
か
し
た
ら
追
い
つ
け

る
。

•�

米
国
に
は
既
に
あ
る
が
、

日
本
で
は
ま
だ
存
在
し
な

い
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
日

本
で
展
開
す
れ
ば
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。

•�

世
界
中
の
富
の
偏
在
に

つ
い
て
の
考
察
、
日
本
で

の
貧
富
の
格
差
も
さ
ら
に

開
い
て
い
く
の
で
は
な
い

か
？

•�

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
創
業
者

な
ど
で
も
、
た
っ
た
10
年

足
ら
ず
で
ビ
リ
オ
ネ
ア
に

な
っ
た
。

•�
M
B
O
さ
れ
る
に
当
た
っ

て
は
日
本
国
内
企
業
の
ヤ

フ
ー
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
な

ど
と
も
交
渉
し
た
が
、
世

界
展
開
し
て
い
る
I
A
C

の
ア
ジ
ア
地
区
と
の
連
携

を
優
先
し
た
。

•�

人
生
の
転
機
は
サ
イ
バ
ー

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
創
業
者
の

藤
田
晋
氏
の
著
書
「
渋
谷

で
働
く
社
長
の
告
白
」
を

読
ん
だ
こ
と
。

•�

起
業
家
は
一
回
で
は
な

く
二
回
目
の
挑
戦
を
す
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

学
術
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
の

川
内
委
員
、
協
賛
を
頂
い
た

校
友
会
か
ら
豊
田
副
会
長

に
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
講
師
に
は
、
法
政

大
学
経
営
学
部
経
営
学
科

O
B
で
新
進
気
鋭
の
起
業

家
の
赤
坂
優
氏
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。本
年
の
演
題
は『
大

学
を
卒
業
し
て
3
年
、
25
歳

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
業
界
で

起
業
、
大
型
M
＆
A
を
す

る
ま
で
』
で
し
た
。

　

以
下
、
講
演
の
要
旨
に
つ

き
ま
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

『
起
業
家
へ
の
道
』

　

赤
坂
氏
は
一
九
八
三
年
生

ま
れ
で
二
〇
〇
六
年
に
本
学

を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
が
、
在

学
中
は
前
経
営
学
部
長
の

竹
内
先
生
の
ゼ
ミ
を
受
講

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ま

た
博
報
堂
C
&
D
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体

験
）
を
経
験
し
卒
業
後
は
イ

マ
ー
ジ
ュ
・
ネ
ッ
ト
に
入
社
、

E
C
サ
イ
ト
（
電
子
商
取

引
）
の
メ
デ
ィ
ア
収
益
化
に

携
わ
ら
れ
ま
す
。
二
〇
〇
九

年
十
月
に
は
株
式
会
社
エ
ウ

レ
カ
を
設
立
し
て
お
り
ま

す
。
エ
ウ
レ
カ
は
現
在
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
使
っ
た
マ
ッ

チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「pairs

」

や
カ
ッ
プ
ル
向
け
ア
プ
リ

「Couples

」
な
ど
を
提
供
し

•�

今
の
日
本
人
の
若
者
の

特
徴
は
、
非
創
造
的
で
非

挑
戦
的
だ
。

　

以
上
の
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー

ド
を
元
に
、
二
〇
〇
九
年
の

会
社
設
立
か
ら
わ
ず
か
６
年

に
て
、
一
二
〇
億
円
で
米
国

企
業
に
M
B
O
す
る
ま
で

の
思
考
過
程
や
行
動
な
ど

を
、
１
時
間
の
セ
ミ
ナ
ー
で

学
生
・
Ｏ
Ｂ
な
ど
に
熱
く
語

り
か
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

『
信
な
く
ば
立
た
ず
、
信
は

全
て
の
素
な
り
』

　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
の
学
生
達

か
ら
す
る
と
年
齢
も
近
く
、

よ
り
実
践
的
な
話
が
聞
け
る

と
の
期
待
も
あ
っ
た
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
講
演
終
了
後

も
多
く
の
学
生
達
が
赤
坂
氏

へ
質
問
の
挙
手
を
し
て
い
ま

し
た
。
起
業
の
話
は
勿
論
の

事
、学
生
時
代
の
過
ご
し
方
、

就
職
後
に
自
分
の
夢
を
実
現

す
る
為
に
何
を
行
う
か
、
起

業
実
践
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
々
、

大
変
興
味
深
い
講
演
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

講
演
終
了
後
、
現
役
学
生

を
交
え
て
懇
親
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

経
営
学
部
同
窓
会
は
、
今

後
も
現
役
学
生
達
に
役
立
つ

業
界
情
報
を
提
供
す
る
べ
く

努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。
諸

先
輩
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

三
海
　
眞
一（
昭
和
49
年
卒
）

平
成
二
八
年
度
経
営
学
部

同
窓
会
総
会
・
講
演
会
・
懇

親
会
が
、
去
る
七
月
九
日

（
土
）14
時
よ
り
市
ヶ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

一
、�

定
期
総
会　

　

�　

58
年
館
5
階
8
5
5

教
室
に
て
定
刻
14
時
よ
り

合
間
副
会
長
の
司
会
に
よ

り
開
会
が
宣
言
さ
れ
、
議

事
進
行
前
に
総
会
出
席
者

全
員
（
四
〇
名
）
に
よ
る
、

物
故
会
員
へ
の
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い

て
、
岩
井
会
長
、
本
年
４

月
経
営
学
部
長
就
任
の
奥

西
先
生
よ
り
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
窓
会
総
会
の
来
賓
の
紹

介
、
代
表
し
て
校
友
会 

豊
田
副
会
長
に
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
議
長
に
岩
井
会

長
を
選
任
し
、
議
事
進
行

に
移
り
ま
し
た
。

�〈
第
一
号
議
案
〉
二
〇
一
五

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

承
認
の
件

�　

二
〇
一
五
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て
三
海
副
会

長
、
二
〇
一
五
年
度
決
算

及
び
剰
余
金
の
処
理
に
つ

い
て
倉
林
事
務
局
長
よ
り

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
飯
塚
会
計
監

査
役
よ
り
、
今
期
の
当
該

法
人
の
業
務
の
執
行
及
び

財
産
の
状
況
に
つ
い
て
、

適
正
で
あ
る
旨
の
監
査
報

告
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、

採
決
を
行
い
賛
成
多
数
の

拍
手
に
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

�〈
第
二
号
議
案
〉
二
〇
一
六

年
度
事
業
計
画
案
及
び
予

算
案
承
認
の
件

�　

二
〇
一
六
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て
三
海
副
会

長
、
二
〇
一
六
年
度
会
計

予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て

倉
林
事
務
局
長
よ
り
報
告

が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
採

決
を
行
い
、
賛
成
多
数
の

拍
手
に
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

�〈
そ
の
他
〉
名
誉
会
長
及

び
顧
問
就
任
の
報
告
の
件

�

名
誉
会
長
及
び
顧
問
就
任

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
、

岩
井
議
長
よ
り
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

�　

14
時
50
分
に
全
て
の
議

事
が
決
議
さ
れ
、
岩
井
議

長
の
閉
会
宣
言
、
三
海
副

会
長
の
閉
会
の
挨
拶
を

も
っ
て
、
総
会
は
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

二
、�

講
演
会　

�　

15
時
よ
り
講
演
会
が
総

会
と
同
じ
8
5
5
教
室

に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

三
海
副
会
長
の
司
会
に
よ

り
開
会
が
宣
言
さ
れ
、
奥

西
学
部
長
に「
同
一
労
働
・

同
一
賃
金
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
い
た
だ
き
、
大
変

盛
況
な
中
で
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

三
、�

懇
親
会　

�　

引
き
続
き
16
時
よ
り
58

年
館
地
下
1
階
第
一
学
生

食
堂
に
移
り
、
五
〇
名
超

の
参
加
の
下
、
山
口
副
会

長
の
司
会
に
て
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
、
来
賓
紹
介
、
来
賓
の

経
済
学
部
同
窓
会　

田
中

副
会
長
の
挨
拶
・
乾
杯
の

発
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ

い
歓
談
さ
れ
、
最
後
に
法

政
大
学
応
援
団
O
B
で
、

本
同
窓
会
の
千
應
山
副
幹

事
長
の
も
と
、
校
歌
を
全

員
で
声
高
ら
か
に
唱
和
し

ま
し
た
。
7
月
末
で
営
業

終
了
と
な
る
第
一
学
生
食

堂
に
感
謝
を
こ
め
、
最
後

に
「
あ
り
が
と
う
、
第
一

食
堂
」
と
エ
ー
ル
も
行
い

ま
し
た
。

17
時
30
分
に
予
定
の
全
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

杉
山
　
孝
（
昭
和
62
年
卒
）
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大学を卒業して3年、25歳でインターネット業界で起業
大型M＆Aをするまで

平
成
二
八
年
度

経
営
学
部
同
窓
会
総
会
等 

報
告



　

二
〇
一
六
年
九
月
、
英
語
学

位
課
程
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
G
B
P
）
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
入
学
定

員
は
10
名
、
経
営
学
科
内
の
一

（
い
ち
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う

位
置
づ
け
で
す
が
、
経
営
学
の

主
要
分
野
を
網
羅
し
た
本
格
的

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
持
つ
課
程

で
す
。
志
願
者
集
め
も
比
較
的

順
調
で
、
定
員
と
同
じ
10
名
が

入
学
し
、
出
身
国
は
日
本
を
は

じ
め
、
中
国
、
台
湾
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、

メ
キ
シ
コ
と
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

　

G
B
P
の
設
立
が
具
体
的

に
検
討
さ
れ
た
の
は
今
か
ら
約

3
年
前
、
二
〇
一
三
年
の
秋
で

す
。
理
事
会
は
、
文
科
省
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル
30
」（
13
大
学
が

採
択
）
の
後
継
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
（
S
G
U
）」
へ
の
応
募

準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
当
時
、
そ
の
た
め
の

作
業
委
員
会
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
総
論
賛
成
で
も
自
学
部
が

何
か
新
し
い
こ
と
を
や
る
の
は

消
極
的
と
い
う
学
部
が
大
半
で

し
た
。
経
営
学
部
も
、
当
初
は

G
I
S
（
二
〇
〇
八
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
英
語
に
よ
る
授
業

の
み
を
行
う
学
部
）を
拡
充
し
、

そ
れ
に
協
力
す
る
と
い
う
ス
タ

イ
ル
の
方
が
現
実
的
と
い
う
立

場
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で

は
申
請
書
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
足

り
な
い
と
い
う
理
事
会
サ
イ
ド

の
意
向
を
受
け
、
学
部
内
で
再

度
検
討
し
た
結
果
、
学
部
独
自

の
英
語
学
位
課
程
を
設
け
る
こ

と
を
決
め
た
の
で
す
。そ
の
後
、

二
〇
一
四
年
五
月
に
S
G
U

の
文
科
省
申
請
を
行
い
、
同
年

九
月
に
法
政
大
学
を
含
む
全
国

37
大
学
が
採
択
さ
れ
ま
し
た

（
※
）。

　

G
B
P
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、
基
礎
科
目
（
い
わ
ゆ
る
教

養
科
目
）、
専
門
教
育
科
目
、

連
環
科
目
の
三
つ
に
区
分
さ
れ

ま
す
。
こ
の
う
ち
専
門
教
育
科

目
は
、
主
に
一
年
次
生
が
履
修

す
る
専
門
基
礎
科
目
、
二
年
次

生
以
降
が
履
修
す
る
専
門
科

目
、
主
に
二
年
次
生
以
降
が
履

修
す
る
特
殊
講
義
、
G
B
P

科
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

専
門
基
礎
科
目
や
専
門
科
目

は
、
組
織
、
戦
略
、
会
計
、
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
な
ど
経
営
学
の
主
要
分

野
を
全
て
カ
バ
ー
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
G
B
P
科
目
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
、
ゼ
ミ
な
ど
で
構
成

さ
れ
、
日
本
企
業
の
経
営
の
実

態
を
よ
り
深
く
学
ん
だ
り
、
自

ら
経
験
し
た
り
す
る
機
会
を
提

供
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
よ
っ
て
、
学
生
に
は
英
語
で

ビ
ジ
ネ
ス
活
動
が
で
き
る
能
力

と
日
本
の
経
営
に
関
す
る
深
い

理
解
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
入
学
者
の
声
を
い
く

つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。「
英

語
で
日
本
の
経
営
に
つ
い
て
学

べ
る
大
学
は
ほ
か
に
見
当
た
ら

な
か
っ
た
」「
日
本
企
業
の
実

際
に
触
れ
ら
れ
る
の
が
よ
い
」

「
他
の
留
学
生
と
の
交
流
が
楽

し
い
、
日
本
人
学
生
も
と
て
も

親
切
だ
」「
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

が
何
で
あ
れ
、
G
B
P
は
素

晴
ら
し
い
第
一
歩
に
な
る
」。

私
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う

い
う
学
生
の
声
を
励
み
に
さ
ら

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

読
者
の
み
な
さ
ん
の
中
に

は
、
英
語
学
位
課
程
の
発
足
に

よ
り
、
日
本
語
学
位
課
程
の
授

業
の
量
や
質
が
低
下
し
な
い
か

と
の
懸
念
を
も
た
れ
る
方
が
お

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確

か
に
そ
う
し
た
懸
念
は
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
現
在
、
日
本
語

学
位
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
を
二
〇
一
九
年
度
入
学
者
か

ら
の
実
施
を
目
指
し
て
検
討
中

で
す
。
ま
た
、
二
〇
一
七
年
四

月
か
ら
G
B
P
で
開
講
す
る

ほ
と
ん
ど
の
授
業
に
つ
い
て
、

一
定
の
英
語
力
を
条
件
に
日
本

語
学
位
課
程
の
経
営
学
部
生
も

履
修
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

日
本
語
学
位
課
程
の
学
生
も
、

ぜ
ひ
少
人
数
ク
ラ
ス
で
英
語
に

よ
る
経
営
学
を
学
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

※
法
政
大
学
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
牽

引
型
」（
24
大
学
）
と
し
て
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

半
世
紀
以
上
に
も
わ
た
り
、

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
顔
と
し

て
多
く
の
法
大
生
に
親
し
ま
れ

て
き
た
55
・
58
年
館
に
代
わ
る

べ
く
、
二
〇
一
六
年
九
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
、「
富
士

見
ゲ
ー
ト
」
で
す
。

　

そ
の
外
見
は
、
ま
さ
に
市
ヶ

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
そ
び
え
た
つ

大
き
な
「
門
」
の
よ
う
で
す
。

　

地
下
２
階
地
上
６
階
の
そ
の

建
屋
内
に
は
、
全
部
で
９
室
の

教
室
が
設
け
ら
れ
、
毎
日
多
く

の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
下
２
階
に
は
、
か
つ
て
学

生
会
館
ホ
ー
ル
棟
に
あ
っ
た
大

ホ
ー
ル
に
相
当
す
る
役
割
を
持

つ
、学
生
活
動
用
の
ホ
ー
ル「
オ

レ
ン
ジ
ホ
ー
ル
」
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル

外
の
壁
面
に
は
木
材
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
木
目
が
目
立

つ
よ
う
に
焼
き
が
入
れ
ら
れ
、

味
の
あ
る
た
た
ず
ま
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。

　

地
下
１
階
に
は
書
籍
部
と
購

買
部
が
一
緒
に
な
っ
た
、
大
学

生
協
の
大
き
な
売
店
が
あ
り
ま

す
。
同
じ
地
下
１
階
に
は
、
58

年
館
地
下
に
あ
っ
た
名
店
街
か

ら
「
加
藤
写
真
店
」
が
移
転
し

て
き
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
洋

品
店
・
床
屋
な
ど
様
々
な
店
舗

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
58
年
館
地

下
名
店
街
で
し
た
が
、
そ
の
こ

ろ
の
名
残
を
今
に
残
す
の
は
、

加
藤
写
真
店
の
み
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

１
階
の
学
生
ホ
ー
ル
に

は
、
か
つ
て
58
年
館
学
生

ホ
ー
ル
の
壁
に
掲
げ
ら
れ

て
い
た
「
有
朋
自
遠
方

来
、
不
亦
楽
乎
」
の
レ
リ
ー

フ
が
復
刻
さ
れ
、
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
卒

業
生
が
そ
の
存
在
を
懐
か

し
む
レ
リ
ー
フ
で
す
が
、

一
九
八
〇
年
代
に
は
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
て
い
た
だ

け
に
、
30
年
以
上
の
時
を
経

て
の
復
刻
と
な
り
ま
し
た
。

同
じ
１
階
に
は
、
喫
茶
店

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
が
あ
り

ま
す
。本
学
で
は
珍
し
く
、コ
ー

ヒ
ー
専
門
店
「LA

V
A

ZZA

」

に
よ
る
営
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。
店
内
に
は
お
し
ゃ
れ
な

ア
ー
ト
が
飾
ら
れ
、
窓
際
の
席

か
ら
は
、
外
濠
の
桜
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
開
花
時
期
に

は
絶
好
の
お
花
見
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

　

３
階
に
は
、
学
生
食
堂
「
つ

ど
ひ
」
が
あ
り
ま
す
。
55
・
58

年
館
に
あ
っ
た
第
一
食
堂
・
第

二
食
堂
は
、
い
ず
れ
も
地
下
に

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
「
つ
ど

ひ
」
は
外
濠
・
キ
ャ
ン
パ
ス
に

面
し
て
眺
め
も
良
く
、
外
光
が

ふ
ん
だ
ん
に
差
し
込
み
、
開
放

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ラ
ル
対
応
食
な
ど
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
も
対
応
し
た

メ
ニ
ュ
ー
提
供
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、「
つ
ど
ひ
」

に
は
外
濠
に
面
し
た
テ
ラ
ス
席

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
濠

の
桜
を
一
望
で
き
る
テ
ラ
ス
席

は
、
桜
の
開
花
時
期
に
は
多
く

の
法
大
生
で
に
ぎ
わ
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
富
士
見
ゲ
ー
ト
は
４

階
・
５
階
に
も
、
テ
ラ
ス
席
こ

そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
窓
か
ら
外

濠
を
一
望
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
大
き
な
魅
力
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
階
に
は
、「
富
士
見
屋
上

庭
園
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に

は
、
狭
い
な
が
ら
も
立
ち
入
り

が
認
め
ら
れ
た
芝
生
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
差
し
を
浴
び

な
が
ら
、
緑
を
肌
で
感
じ
ら
れ

る
屋
上
庭
園
は
、
都
心
に
位
置

す
る
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
貴
重
な
癒
し
の
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
下
１
階
か
ら
６
階
ま
で
を

結
ぶ
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
面
し

た
吹
き
抜
け
の
壁
面
に
は
、
著

名
な
左
官
職
人
で
あ
る
久
住
有

生
氏
の
、
巨
大
な
ア
ー
ト
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
圧
倒
さ
れ

る
大
き
さ
は
、
一
見
の
価
値
あ

り
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
法
政
大
学
の
各

校
舎
と
は
異
な
っ
た
趣
を
持
つ

富
士
見
ゲ
ー
ト
は
、
こ
れ
か
ら

何
十
年
に
も
わ
た
り
、
多
く
の

法
大
生
た
ち
に
と
っ
て
、
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん

提
供
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

柴
岡
義
則
（
平
成
5
年
卒
）

行
事
予
定

　

各
行
事
は
開
催
す
る
二
週
間

前
程
度
を
目
安
と
し
て
、
同

窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

法
政

大
学
経
営
学
部
同
窓
会
に
て

検
索
。
ま
た
はhttp://www.

houseikeieidousoukai.com
)

に
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
行
事
終
了
後
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
写
真
と
と
も
に
行
事

の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
〇
一
七
年
一
月
十
日(

火)

経
営
学
部
広
報
委
員
会(

学
生

主
体)

出
席

二
〇
一
七
年
一
月
二
〇
日(

金)

経
営
学
部
教
授
会
と
の
懇
談
会

二
〇
一
七
年
一
月
二
一
日(

土)

公
認
会
計
士
試
験
合
格
祝
賀
会

二
〇
一
七
年
一
月
二
八
日(

土)

校
友
会
主
催
「
オ
ー
ル
法
政
新

年
を
祝
う
会
」

二
〇
一
七
年
三
月
二
四
日(

金)

経
営
学
部
卒
業
祝
賀
会

二
〇
一
七
年
四
月
中
旬

東
京
六
大
学
野
球
応
援
観
戦
ツ

ア
ー

　

そ
の
他
、「
昭
和
の
香
り
を

嗅
ぐ
ツ
ア
ー
」
や
「
ア
メ
フ
ト

応
援
ツ
ア
ー
」「
ア
ジ
ア
諸
国

視
察
旅
行
」
な
ど
各
種
行
事
を

検
討
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

三
海
　
眞
一
（
昭
和
49
年
卒
）

編
集
後
記

　

め
っ
き
り
寒
く
な
っ
た
師

走
。ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

セ
ミ
ナ
ー
を
10
月
に
終
え
て
、

の
ん
び
り
気
分
で
い
た
ら
、
も

う
同
窓
会
通
信
の
企
画
、編
集
、

校
正
、
発
送
で
あ
る
。
自
宅
か

ら
母
校
へ
の
外
出
は
、
寒
暖
に

敏
感
と
な
っ
た
体
が
躊
躇
す
る

か
ら
ま
い
る
。
黒
田
日
銀
の
異

次
元
緩
和
の
下
で
も
、
デ
フ
レ

環
境
に
目
立
っ
た
変
化
は
見
ら

れ
ず
、「
貧
乏
暇
な
し
」
の
諺

ど
お
り
、
私
の
自
営
業
も
忙
し

い
割
に
懐
も
寒
い
。
そ
の
よ
う

な
中
、
母
校
に
馳
せ
参
じ
る
現

役
諸
氏
の
熱
気
を
見
て
い
る
と

ボ
ー
ナ
ス
を
懐
か
し
く
感
じ

る
。
今
回
は
、
写
真
撮
影
な
ど

に
秀
で
た
才
能
を
発
揮
し
て
く

れ
た
某
編
集
委
員
が
諸
般
の
事

情
で
戦
線
を
離
脱
、
少
数
精
鋭

に
拍
車
が
か
か
っ
た
が
、
佐
藤

理
事
が
お
忙
し
い
中
、
企
画
、

編
集
な
ど
随
所
で
支
援
し
て
く

だ
さ
り
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ

た
。
感
謝
感
激
で
あ
る
。
正
月

の
駅
伝
に
例
え
る
な
ら
ば
、
有

力
ラ
ン
ナ
ー
が
ア
ク
シ
デ
ン
ト

で
倒
れ
る
中
、
急
遽
、
ベ
テ
ラ

ン
ラ
ン
ナ
ー
が
助
っ
人
に
現

れ
、
チ
ー
ム
が
完
全
優
勝
を
果

た
し
た
心
境
で
あ
る
。
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
読
者
諸
氏
に
も
参
画
を

切
に
お
願
い
し
た
い
。

中
西
文
行
（
昭
和
53
年
卒
）
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「
二
〇
一六
年
秋
季
入
学
の
経
営
学

部
G
B
P
に
関
し
て
」

経
営
学
部
長
　
奥
西 

好
夫

～
富
士
見
ゲ
ー
ト
～

︱
︱
外
濠
の
桜
並
木
を
望
む
︱
︱

　

二
〇
一
七
年
一
月
二
日
、

三
日
に
開
催
さ
れ
る
93
回
目

の
箱
根
駅
伝
。
予
選
会
で
4

位
に
入
り
2
年
連
続
と
な
る

本
大
会
出
場
を
決
め
た
。
但

し
予
選
会
は
あ
く
ま
で
通
過

点
に
過
ぎ
な
い
。
目
標
は
4

年
ぶ
り
の
『
シ
ー
ド
権
獲
得
』

～
箱
根
駅
伝
だ
よ
り
～

箱
根
の
襷
は
掴
ん
だ
。
目
指
す
は
シ
ー
ド
権
獲
得
だ
！

だ
。
沿
道
で
、お
茶
の
間
で
、

オ
ー
ル
法
政
一
丸
と
な
っ
て

応
援
し
よ
う
！
応
援
場
所
に

関
す
る
情
報
は
十
二
月
二
五

日
以
降「
法
政
大
学
後
援
会
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
順
次
公

開
さ
れ
ま
す
。

松
本
　
弘
（
平
成
6
年
卒
）


